
第47回北陸リウマチ・関節研究会

記

※ 一般演題（１題 ５分 質疑 ２分）

拝啓 先生方におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
この度、第47回北陸リウマチ・関節研究会を下記の要領にて開催致します。
御多忙中とは存じますが、御出席下さいます様お願い申し上げます。 敬具

北陸リウマチ・関節研究会世話人会

座長：金沢医科大学 整形外科 市堰 徹 先生9：00～9：28

日 時 ： 平成30年7月22日（日） AM9:00～12:30
場 所 ： 金沢ニューグランドホテル ４F 金扇の間

金沢市南町4番1号 ℡（076）233－1311
参加費 ： 1,０００円

２.斜角筋間ブロック単独で行った肩関節鏡視下手術

KKR北陸病院 整形外科 小林尚史 島 洋祐
こばやし たかし

３.術後脱臼を生じた非拘束型人工肘関節の1例

金沢医療センター 整形外科 長谷川和宏 池田和夫 納村直希 吉岡克人
藤井衛之

おおた さとる

４.当院における重度外反母趾に対する手術症例の検討

福井県立病院 整形外科 林 雅之 三崎智範 上田康博 松本直幸

大橋義徳 瀬良 愛 木村光宏 半田真人

1.広範囲腱板断裂に対するgraft augmentation法の成績-SCRとの比較

真生会富山病院 整形外科 太田 悟 駒井 理 小野地雄貴

はせがわ かずひろ

はやし まさゆき

福井県こども療育センター 整形外科 村田 淳 有沢章子



７. RA患者のPJIに対するαディフェンシンの診断精度

福井総合病院 整形外科 尾島朋宏 勝尾信一 水野勝則 山門浩太郎 安藤智成
小坂正裕 吉田幸男 豊岡加朱 林 正岳

おじま ともひろ

６.見逃しやすい外側半月板断裂形態-inverted discoid meniscus segment-とは？

光仁会木島病院 整形外科 北岡克彦 岡村 篤 黒田邦彦 竹内尚人

きたおか かつひこ

８. OAに対するTKA予定としたが、術前採血結果を基に高齢発症RAと診断し、手術を中止した2例

石川県立中央病院 整形外科 堀井健志 高田宗知 島貫景都 菅沼省吾 辻 大祐
下川寛右 安竹秀俊

ほりい たけし

１１. TKAの術後疼痛対策 -術翌日追加カクテルにステロイドは必要か？-

富山県済生会富山病院 整形外科 藤井秀人 吉田 晃 相川敬男 高嶋勇人
ふじい ひでと

１２.人工膝関節置換術における出血対策の検討

富山県立中央病院 整形外科 丸箸兆延 中村琢哉 橋本典之 笹川武史
上島謙一 舩木清伸 香川 桂 村井惇朗

まるはし よしのぶ

座長：春江病院 整形外科 中村立一 先生9：30～10：05

座長：富山大学 整形外科 下条竜一 先生10：07～10：35

１０. TKA術後にloosening(debonding)を呈した症例に対するrevison経験

福井赤十字病院 整形外科 小谷友弥 高木治樹 高塚和孝 淺野太洋 高嶋 理
北折俊之 森瀬博子 相模昭嘉 仲谷健次 村上晃規

こたに ともや

１３.人工股関節置換術後早期の歩行パターンの変化

福井大学医学部 器官制御医学講座 整形外科領域 杉田大輔 小久保安朗 大木 央 高橋 藍 内田泰善
松峯昭彦

すぎた だいすけ

５. Small Patella Syndromeに伴う恒久性膝蓋骨脱臼に対し，内側膝蓋大腿靭帯再建術を行った１例

富山大学 整形外科 峯 隼人 下条竜一 野上真紀子 木村友厚
みね はやと

９.外反膝に対する内側閉鎖式大腿骨遠位骨切り術の成績

富山市民病院 整形外科・関節再建外科 藤田健司 澤口 毅 五嶋謙一 重本顕史 岩井信太郎
山室裕紀

ふじた けんじ



１４. CPPアプローチによる人工股関節置換術の経験

厚生連高岡病院 整形外科
さかごし だいご

１５.急速進行性股関節症における画像所見の検討

金沢医科大学 整形外科 福井清数 兼氏 歩 市堰 徹 高橋詠二
相馬大輔 沼田優平 川原範夫

ふくい きよかず

１８. THAにおける目標とすべきCombined Anteversion の検討

金沢大学 整形外科 1
地域医療機能推進機構 金沢病院 2

大森隆昭1,2 加畑多文1 楫野良知1 多賀 正1
山本崇史1 高木知治1 吉谷純哉1 上野琢郎1
上岡 顕1 土屋弘行1 

おおもり たかあき

座長：福井大学 整形外科 小久保安朗 先生10：37～11：12

１６.難治症例に対する人工股関節置換術におけるModulus stemの使用経験

市立砺波総合病院 整形外科 江原栄文 高木泰孝 山田泰士 林 寛之
木谷 聡 岡本駿郎

えばら ひでふみ

坂越大悟 岡本春平 井上 啓 虎谷達洋 長谷 賢
鳥畠康充

11：20～11：30

【製品紹介】

アルツディスポ関節注２５ｍｇ

１７.強直股に対するTHAの治療経験

福井県済生会病院 整形外科 稲谷弘幸 五之治行雄 山内大輔 太田 敬 金山智之
天谷信二郎
同リハビリテーション科 青竹康雄

いなたに ひろゆき



共催：北陸リウマチ・関節研究会／科研製薬株式会社

【特別講演】

【 人工股関節周囲感染
-自然免疫応答の話題から-】

座長 ： 金沢大学医学部 整形外科学 教授 土屋 弘行 先生

演者 ： 山形大学医学部 整形外科学講座 教授 髙木 理彰 先生

e-mail : seikei@med.kanazawa-u.ac.jp 

〒920－8641 
金沢市宝町13－1 金沢大学整形外科教室
北陸リウマチ･関節研究会事務局
Tel(076)265-2374 Fax(076)234-4261

11：30～12：30

教育研修単位
◆日本整形外科学会 専門医資格継続単位（N）
（必須分野：【1】整形外科基礎科学【11】骨盤・股関節疾患
または リウマチ医資格継続単位（R） いずれかを1単位

◆日本リウマチ財団教育研修会 1単位

◆日本リウマチ学会教育研修会 1単位

講演会終了後、情報交換会を予定しております。
ご所属機関の規約、院内手続きなどのご励行をお願い申しあげます。

ご発表の先生方へ

7月8日（日）までに北陸リウマチ・関節研究会ホームページ（http://hokurikuriumachikansetsu.jp/）より発表データの

登録をお願い致します。詳細につきましては別途メール等にてご連絡致します。

演題多数である事と当日のトラブルを少しでも避けるため、事前に演題を集めさせて頂きます。

当日は念のためご自身でも発表データをご持参ください。PC受付にて変更はお受け致します。

演者は当日までに抄録（４００字詰１０枚以内）か発表データをPDFに変換したもの（個人情報等は削除）を
提出して下さい。当日は抄録受付を設置致します。

以上、ご協力お願い致します。

（※データ容量が１０MBを超えるもの、Mac、または動画が含まれる場合は期日までに科研製薬担当者に提出願います。)

尚、登録されたデータの管理は事務局で細心の注意を払い、ご本人の事前許可なしに第３者へ開示する事はございません。

http://hokurikuriumachikansetsu.jp/

